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１ 個別施設計画の背景と目的                 

 

１－１ 計画策定の背景 

 

本市では、昭和50 年代から60 年代にかけて、公共施設や上下水道・橋りょうなどのインフラ資

産を集中的に整備してきました。しかし、これらの多くは建設後30 年以上が経過し、近い将来一斉

に更新時期を迎えるものと見込まれ、財政面において高齢社会への移行に伴う社会保障関係費の増

加に加え、これらの公共施設等の更新費の財政負担への対策が急務となっています。また、市民ニ

ーズや地域事情の変化、人口減少や高齢化を迎えるなか、健康で快適な生活の実現、財政・環境面

での都市の持続可能性の向上を実現するための新たな都市像としてのコンパクトシティ化など、市

全体としての公共施設等の需給バランスや配置などについても課題となっており、今後とも安全で

持続的な市民サービスを確保・提供していくためには、公共施設等を取り巻く環境の変化に対応し

ながら、効果的かつ効率的な公共施設等の整備及び管理運営を実現していくことが必要となってい

ます。 

このような現状を背景として、本市における公共施設等の全体を把握するとともに、公共施設等

を取り巻く現状や将来にわたる課題などを客観的に整理し、長期的な視点を持って公共施設等の総

合的かつ計画的な管理を目指すことを目的として、平成 28 年 8 月に「伊勢崎市公共施設等総合管

理計画」（以下「公共施設等総合管理計画」という。）を（令和 4 年 3 月改訂）策定しました。この

計画において、市が所有する施設の状況や更新にかかる費用の推計、施設区分別の方針等が示され、

施設毎の具体的な整備について「個別施設ごとの長寿命化計画（個別施設計画）」を策定することに

なりました。 

本市は公民館15 施設をはじめ社会教育のため所有する施設が多くあります（公民館 15 施設、広

瀬生涯学習館 1 施設、集会所 6 施設、青少年育成センター1 施設、あずまホール 1 施設、地域交流

センター赤石楽舎1施設）。 

しかしながら生涯学習課所管施設については、築年数が 30 年以上経過したものもあり老朽化対

策が喫緊の課題となっています。これまで耐震化対策については境公民館を改築、境采女公民館を

増築、北公民館を耐震改修、宮郷公民館を改築、豊受公民館を改築で進めてきましたが、それ以外

の施設については部分的な改修工事や小規模な修繕で事後的に保全をしている状況です。今後、老

朽化に伴う安全性の確保、機能性の低下や環境面における対策がますます求められてきます。また

集会所については、設置目的を考慮する必要があり集会所の維持管理については十分に配慮して検

討する必要があります。 

今後、昭和50 年代から60 年代にかけて建てられた多くの施設が耐用年数を迎え、短期間に多額

の更新費用が必要となる見込みです。 

これら施設の老朽化は今後も進んでいくため、安全面の確保など施設維持の観点からも適切でか

つ効率的な維持管理が求められています。少子高齢化の進展による生産年齢人口減少などの社会情

勢の変化により、今後も厳しい財政状況が続いていくと予想されることから、老朽化への対策を実

施するにあたっては、可能な限りコストを抑制した上でこれまでの改築中心の施設整備から既存施

設を有効活用する長寿命化による施設整備への転換を図るとともに、メンテナンスサイクル（点検・

診断、計画策定、計画に基づく対策の実施）を構築することにより、「工事費と修繕費を合わせた建
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物に係るコスト」（以下、「更新コスト」という。）の平準化と削減を図っていく必要があります。 

 

１－２ 計画策定の目的 

 

公民館施設は社会教育法第二十条の規定に基づき運営されています、また他の社会教育施設

も市民の生涯学習の拠点であり、市民が利用する際の安心・安全を確保するとともに、災害時

の避難場所として役割を担っている施設もあり、効率的かつ効果的に良好な状態の維持や安全

性の確保に努めていく必要があります。 

現在、生涯学習課所管の社会教育施設は老朽化が進行していますが厳しい財政状況の中、施

設を全て従来の改築手法で対応していくことは困難です。 

生涯学習課所管施設個別施設計画は（以下「本計画という。」）、利用者の利用環境の維持・向

上を第一に考え、生涯学習課所管施設を総合的に捉え、中長期的な維持管理や改修等に係る更

新コストの削減と平準化、施設環境の質的改善も考慮しながら可能な限りコストを抑制し、適

正に改修等を実施することを目的として策定し本計画に関する取組を推進することにより、市

民の皆様が安心・安全に利用できる施設を整備し生涯学習時代に対応していきます。 

 

 

１－３ 計画期間 

 

本計画の計画期間は、令和7年度（2025年度）から令和32 年度（2050年度）までの26 年間と

します。 

   短 期：令和7～11年度（2025～2029年度）（5年間） 

   中 期：令和12～16 年度（2030～2034年度）（5年間） 

   長 期：令和17～32 年度（2035～2050年度）（16 年間） 

 

 

 

 

年度

和暦（西暦）

第2次伊勢崎市総合計画
後期基本計画（R2年度～R7年度）

公共施設等総合管理計画
H28年度策定（R4年3月改訂版）

個別施設計画
R2年2月策定（R7年度改訂版）

(2
0
2
0
)

(2
0
2
5
)

(2
0
4
5
)

(2
0
1
6
)

令
和

2年

令
和

7年

令
和

17
年

令
和

22
年

(2
0
4
0
)

(2
0
5
0
)

令
和

12
年

令
和

27
年

(2
0
3
5
)

図表1－3 計画期間

令
和

32
年

(2
0
3
0
)

平
成

28
年

前期 後期

改訂前実績 短期 中期

短期 中期 ⾧期

計 画 期

改訂前実績

⾧期



 

  3  
 

                      

１－４ 計画対象施設 

 

伊勢崎市公民館条例により設置が定められている公民館15 施設（22 棟）、伊勢崎市広瀬生涯

学習館条例により設置が定められている広瀬生涯学習館1施設（2棟）、伊勢崎市集会所条例に

より設置が定められている集会所6施設（6棟）、伊勢崎市青少年育成センター条例により設置

が定められている青少年育成センター1 施設（2 棟）、伊勢崎市あずまホール条例により設置が

定められているあずまホール1施設（1棟）、伊勢崎市地域交流センター赤石楽舎条例により設

置が定められている地域交流センター赤石楽舎 1 施設（2 棟）を計画の対象とします。全部で

25 施設（35 棟）、床面積の合計は約2.2 万㎡となります。 

 

 

２ 施設の状況 

 

２－１ 現状 

 

本市が所有する生涯学習系施設は、令和4年度末において、25 施設（35 棟）、床面積の合計は

約2.2 万㎡となっています。 

建築後の経過年数をみると、昭和45 年から平成30 年にかけて整備され、大規模改修が必要な

時期の目安とされる築 30 年を経過した建物が 14,313 ㎡あり、施設全体の約 65％を占めていま

す。配置については、市全体に概ねバランスよく配置されています。 

 

 

２－２ 課題 

 

老朽化が進んでおり、外壁の劣化による落下の危険や屋上防水の劣化による雨漏り、内装や建

具の痛みによる機能面のマイナス要因等が今後、施設環境及び施設管理に支障をきたすことのな

いよう改修等を可能な限りコストを抑制しつつ計画的に実施していく必要があります。 

また、地区別人口構成の変化に伴う利用者数の変化に合わせた施設の改修、更新に取り組む必

要があります。 

高齢者や子育て世代の利用が多い生涯学習系施設は、更新の際には、バリアフリー、ユニバー

サルデザインを取り入れる必要があります。 

更新の際は、民間活力の活用を視野に入れ、効率的な運営を図る必要があります。 

更新の際は、「第 3 次伊勢崎市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」の内容を踏まえ、公共

施設等の計画的な改修による脱炭素化の推進を図る必要があります。 

 

 

 




































































